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2
case

岡崎市（愛知県）

水・みどり・生きものの豊かな里川のまちづくり
PDCAサイクルで重点施策の進捗管理

「水とみどりの森の駅」～くらがり渓谷～

　

愛
知
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
県
内
有
数
の

中
核
市
で
あ
る
岡
崎
市
で
は
、
矢
作
川
、
乙
川
の

清
流
が
、魅
力
あ
る
景
観
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

乙
川
の
上
流
の
旧
額
田
町
で
は
古
く
か
ら

林
業
が
盛
ん
で
、
下
流
の
旧
岡
崎
市
は
文
化
・

経
済
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。

２
０
０
６
年
に
そ
の
２
市
町
が
合
併
し
た
こ
と

を
契
機
に
、
２
０
０
８
年
に「
岡
崎
市
水
環
境
創

造
プ
ラ
ン
」が
策
定
さ
れ
、
将
来
に
向
け
た
水
環

境
を
創
造
す
る
取
組
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
「
岡
崎
市
水
環
境
創
造
プ
ラ
ン
」は
、
環
境
、
治

水
、
利
水
の
面
か
ら
岡
崎
市
の
水
環
境
を
総
合

的
に
見
て
、
行
政
、
市
民
、
学
識
経
験
者
な
ど
で

意
見
を
出
し
合
い
、
将
来
の
望
ま
し
い
水
環
境

の
あ
り
方
を
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
取
り
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
ら
を
実
現
す
る

た
め
の
具
体
的
な
行
動
を
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

と
し
て
ま
と
め
、
目
標
年
次
を
定
め
て
進
捗
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【課　題】	 総合的取組
【主　体】	 岡崎市
【連絡先】	 岡崎市 環境部 環境政策課

愛知県

岐阜県

静岡県

Profile

岡崎市
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計
画
の
策
定
経
緯

乙
川
の
下
流
域
に
位
置
す
る
旧
岡
崎
市

は
、
西
三
河
地
方
の
拠
点
都
市
と
し
て
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
度
経
済

成
長
期
の
都
市
へ
の
人
口
や
産
業
の
集
中

に
よ
っ
て
、
川
や
た
め
池
の
水
が
汚
れ
た

り
、
川
の
流
量
が
減
っ
た
り
、
水
辺
に
親

し
み
に
く
く
な
っ
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
乙
川
の
上
流
に
位
置
す
る
旧
額

田
町
は
、
豊
か
な
水
と
緑
を
も
ち
、
こ
れ
ら

に
基
づ
く
林
業
や
農
業
が
盛
ん
で
し
た
が
、

働
き
手
の
減
少
や
高
齢
化
で
山
林
の
手
入

れ
が
間
に
合
わ
な
く
な
っ
た
り
、
農
業
が

営
ま
れ
な
い
田
畑
が
増
え
た
り
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
２
０
０
６
年

１
月
１
日
に
旧
岡
崎
市
と
旧
額
田
町
が
合

併
し
、
乙
川
の
上
流
域
と
下
流
域
が
す
べ

て
岡
崎
市
に
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
行
政
、
市
民
、
学
識
経

験
者
な
ど
で
意
見
を
出
し
合
い
、
環
境
、
治

水
、
利
水
等
、
岡
崎
市
の
水
環
境
を
総
合
的

に
見
て
、
将
来
の
望
ま
し
い
水
環
境
の
あ

り
方
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
取
組

を
ま
と
め
た
の
が「
岡
崎
市
水
環
境
創
造
プ

ラ
ン
」（
以
下
、「
プ
ラ
ン
」と
い
う
）で
す
。

プ
ラ
ン
は
、
岡
崎
市
全
域
を
対
象
と
し
、

身
の
回
り
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
の
う
ち

「
水
」に
関
係
の
あ
る
こ
と
全
て
を
含
み
ま

す
。
ま
た
、
横
断
的
な
連
携
の
下
、
将
来

の
岡
崎
市
の
水
環
境
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

上
流
域
の
山
林
荒
廃
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど

下
流
域
の
都
市
へ
の
人
口
や
産
業
の
集
中
に
よ
る
水

質
汚
濁
な
ど

次
期
プ
ラ
ン
改
定
へ
着
手

こ
れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000

流
域
水
循
環
計
画
に
認
定

2017.1

岡
崎
水
を
守
り
育
む
条
例
制
定

岡
崎
市
水
環
境
創
造
プ
ラ
ン
策
定

2008.3

岡
崎
市
水
環
境
創
造
プ
ラ
ン
検
討
開
始

2006.4

水
循
環
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
発
足

2011.10

岡
崎
市
水
循
環
推
進
協
議
会
発
足

2008.8

緑
の
ダ
ム
部
会
を
設
立

2015.6

旧
岡
崎
市
と
旧
額
田
町
の
合
併

2006.1

共
通
の
姿
を
描
い
て
い
ま
す
。

多
様
な
主
体
で
進
め
る
体
制
づ
く
り

岡
崎
市
で
は
、
プ
ラ
ン
策
定
の
た
め
に

「
検
討
委
員
会
」、「
行
政
部
会
」、「
乙
川
部

会
」、「
市
民
懇
談
会
」を
設
置
し
て
検
討

を
進
め
ま
し
た
。
プ
ラ
ン
策
定
後
は
進
捗

管
理
を
行
う
主
体
と
し
て
、
学
識
経
験
者
、

関
係
団
体
、
公
募
市
民
な
ど
で
構
成
さ
れ

る「
岡
崎
市
水
循
環
推
進
協
議
会
」を
設
立

し
ま
し
た
。

基
本
方
針

プ
ラ
ン
の
基
本
方
針
は
、「
水
量
」、「
水

質
」、「
災
害（
洪
水
・
渇
水
）」、「
水
辺
環

境
」、「
水
と
の
関
わ
り
」の
項
目
別
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目

は
独
立
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
互
い

に
密
接
に
関
連
し
て
い
ま
す
。
岡
崎
の
水

環
境
を
良
く
し
て
い
く
た
め
に
は
、
全
て

の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
総
合
的
に
取
組
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
実
現
を
目
指
し
て

重
点
施
策
毎
に
実
施
状
況
や
課
題
を
確

認
し
、
年
次
報
告
書
を
作
成
し
て
翌
年
の

活
動
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

年次報告書の表紙

基本方針の関連イメージ ⽔環境創造プランの概要
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決
意
を
形
に
！

岡
崎
市
水
を
守
り
育
む
条
例

「鍵」
その1岡

崎
市
で
は
、
プ
ラ
ン
を
よ
り
強
固
に

推
進
す
る
た
め
、
プ
ラ
ン
の
制
定
と
併
せ

て「
岡
崎
市
水
を
守
り
育
む
条
例
」を
定
め

ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、「
健
全
な
水
循
環
を
確

保
し
、
創
造
す
る
た
め
に
、
水
に
関
す
る

基
本
理
念
を
定
め
、
市
、
市
民
、
事
業
者

の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
水

循
環
総
合
計
画
の
策
定
等
に
つ
い
て
必
要

な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
水
施
策

の
総
合
的
な
推
進
を
図
り
、
現
在
及
び
将

来
の
市
民
の
健
康
で
快
適
な
生
活
を
確
保

す
る
こ
と
」を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
条
例
に
則
っ
て
、
岡
崎
市
長
は
健

全
な
水
循
環
に
関
す
る
総
合
的
な
計
画

（
プ
ラ
ン
）を
策
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
プ
ラ
ン
に
お
け
る
健
全
な
水
循
環
の

た
め
の
施
策
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

● 

水
源
の
か
ん
養

● 

雨
水
貯
留
浸
透
及
び
雨
水
利
用
の
促
進

● 

汚
濁
負
荷
量
の
削
減

● 

水
中
及
び
水
辺
の
生
態
系
の
保
全

● 

水
と
の
関
わ
り

施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
条
例
で
は
、

水
循
環
総
合
計
画
に
関
す
る
事
項
、
健
全

な
水
循
環
に
関
す
る
基
本
的
事
項
及
び
重

要
事
項
を
水
循
環
推
進
協
議
会
に
お
い
て

調
査
、
審
議
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

市
と
市
民
が
連
携
し
自
然
と

人
が
交
流
す
る
場
を
創
出

「鍵」
その2

　

岡
崎
市
で
は
、「
人
が
集
い
、
自
然
と
交

流
で
き
る
場
の
創
出
」を
市
と
市
民
が
一

体
と
な
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。

上
流
域
の「
水
を
は
ぐ
く
む
豊
か
な
森
」

で
は
、「
水
と
み
ど
り
の
森
の
駅
」事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

乙
川
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
で
は「
安

全
で
安
心
し
て
歩
き
、
楽
し
め
る
水
辺
空

間
」の
整
備
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
森
で
の
取
組（
上
流
）】

「
水
と
み
ど
り
の
森
の
駅
」は
、
豊
か
な

水
源
の
森
を
守
り
、
未
来
へ
つ
な
げ
て
い

く
た
め
に
、
自
然
体
験
や
保
全
活
動
の
場

と
し
て
市
民
が
交
流
す
る
拠
点
で
す
。

「
お
か
ざ
き
自
然
体
験
の
森
」で
は
、
市

民
活
動
団
体
が
主
催
す
る
、
炭
焼
き
体
験
、

森
づ
く
り
体
験
教
室
等
、
季
節
に
応
じ
た

様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
自
然
環

境
の
多
様
な
役
割
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
講
師
の
育
成
も
し
て
い
ま
す
。

【
川
で
の
取
組（
下
流
）】

「
お
と
が
ワ
！
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」は
、
乙

川
河
川
敷
の
活
用
の
可
能
性
を
見
出
す
、

実
験
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

乙
川
が
河
川
敷
地
占
用
許
可
準
則
に
基

づ
く
都
市
・
地
域
再
生
等
利
用
区
域
に

指
定
さ
れ
、
民
間
の
営
業
活
動
が
可
能
と

な
っ
た
た
め
、
ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
河

川
敷
で
の
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、
ま
ち
の
活

性
化
の
た
め
の
河
川
敷
や
水
上
に
お
け

る
様
々
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
取
組

は
、
年
々
来
場
者
数
や
売
り
上
げ
を
伸
ば

し
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

くらがり渓谷自然観察会

乙川でのキャンプの様子

岡崎市水循環推進協議会の審議の仕組

岡崎市水循環推進協議会
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森
と
地
域
経
済
を
元
気
に
す
る
活
動

～
額
田
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

「鍵」
その3岡

崎
市
は
、
面
積
の
お
よ
そ
６
割
が
森

林
で
す
。
特
に
、
乙
川
の
上
流
に
位
置
す

る
額
田
地
域
で
は
古
く
か
ら
林
業
が
盛
ん

で
、
品
質
の
良
い
木
材
が
高
値
で
取
引
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
代
の
変
化

と
と
も
に
木
材
の
価
格
は
低
迷
し
、
森
は

放
置
さ
れ
、
土
が
や
せ
て
保
水
力
も
落
ち
、

土
砂
災
害
や
洪
水
を
引
き
起
こ
す
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
森
林
の
再
生
と
地
域
活
性
化

を
目
指
す
活
動
と
し
て
、
２
０
１
５
年
に

「
額
田
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
発
足

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
間
伐
し
た
木
材
を
、

通
常
よ
り
少
し
高
く
買
い
取
る
こ
と
で
森

林
整
備
を
推
進
す
る
仕
組
で
す
。

木
の
駅
で
は
、
木
材
の
買
い
取
り
代
金

を
現
金
で
な
く
地
域
通
貨「
森
の
健
康
券
」

で
支
払
い
ま
す
。
山
の
恵
み
が
通
貨
と

な
っ
て
地
元
の
商
店
を
め
ぐ
る
こ
と
で
地

域
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

川
を
き
れ
い
に
す
る
活
動
を
支
援

～
河
川
愛
護
活
動
報
奨
金
制
度
～

「鍵」
その4河

川
愛
護
活
動
報
奨
金
制
度
は
、
地
元

町
内
会
を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
10
人
以
上

か
ら
成
る
河
川
愛
護
団
体
に
、
岡
崎
市
が

管
理
す
る
河
川
の
草
刈
り
、
ご
み
拾
い
等

の
活
動
を
実
施
、
報
告
書
を
提
出
し
て
も

ら
い
、
そ
の
活
動
に
対
し
て
市
が
報
奨
金

を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

２
０
０
２
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

制
度
は
、
２
０
１
９
年
度
に
は
、
22
団
体
、

延
べ
６
２
１
９
人
が
活
動
に
参
加
し
、
参

加
団
体
、
参
加
者
と
も
に
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。

河
川
が
美
し
く
保
た
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
だ
け
で
な
く
、
地
元
住
民
の
河
川
へ
の

愛
着
や
関
心
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

市
と
し
て
も
、
業
者
に
委
託
す
る
場
合
と

比
べ
て
公
費
の
支
出
を
安
く
抑
え
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。少

し
ず
つ
広
が
る

取
組
の
輪

「
河
川
愛
護
活
動
報
奨
金
制
度
」へ
の
参

加
者
数
及
び
参
加
団
体
数
は
徐
々
に
増
加

傾
向
に
あ
り
、
活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
地
元
住
民
の
河
川
へ
の
愛
着
や
関

心
が
生
ま
れ
た
こ
と
も
、
大
き
な
効
果
と

言
え
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
、

「
お
と
が
ワ
！
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」の
取
組
は
、

来
場
者
数
が
年
々
増
加
し
、
売
り
上
げ
も

大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
数

は
若
干
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
前

年
度
集
客
に
苦
戦
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見

送
っ
た
り
、
複
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
集
約
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

取
組
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
乙

川
河
川
敷
の
豊
か
さ
や
魅
力
を
発
掘

し
、
水
辺
空
間
を
よ
り
活
用
す
る
た
め
に
、

様
々
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ベ

ン
ト
参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

も
、
今
後
の
取
組
継
続
が
期
待
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

活動の�
効　果

額田木の駅プロジェクト

おとがワ！ンダーランドのイベント風景

河川愛護活動報奨金を活用した取組

河川愛護活動報奨金制度への参加者数及び参加団体数
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地域通貨券「森の健康券」


